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	（組合員証等）
	第九十三条　組合員の資格を取得した者（法第二条第一項第二号に規定する後期高齢者医療の被保第九十三条　組合員の資格を取得した者（法第二条第一項第二号に規定する後期高齢者医療の被保
	険者等（以下「後期高齢者医療の被保険者等」という。）であつた者で短期給付に関する規定の険者等（以下「後期高齢者医療の被保険者等」という。）であつた者で短期給付に関する規定の
	適用を受ける組合員となつた者を含む。）は、次に掲げる事項を記載した組合員資格取得届書を適用を受ける組合員となつた者を含む。）は、次に掲げる事項を記載した組合員資格取得届書を
	所属機関の長を経由して、組合に提出しなければならない。ただし、組合員となつた者が、法第所属機関の長を経由して、組合に提出しなければならない。ただし、組合が地方公共団体情報シ
	七十四条第二項各号のいずれかに該当するときは第一号に規定する基礎年金番号を当該組合員資ステム機構から個人番号（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
	格取得届書に記載することを要しないものとする。
	/
	/
	礎年金番号を、それぞれ当該組合員資格取得届書に記載することを要しないものとする。
	一　組合員の氏名、生年月日、性別、住所、個人番号（行政手続における特定の個人を識別する一　組合員の氏名、生年月日、性別、住所、個人番号及び基礎年金番号
	ための番号の利用等に関する法律（平成二十五年法律第二十七号。以下「番号利用法」という
	。）第二条第五項に規定する個人番号をいう。以下同じ。）及び基礎年金番号
	［二～四　略］
	［２　略］
	/
	（被扶養者の申告）
	第九十四条　［略］第九十四条　［同上］
	２　前項の規定によつて被扶養者申告書に記載することとされた事項のうち、個人番号については２　前項の規定によつて被扶養者申告書に記載することとされた事項のうち、個人番号については
	、被扶養者がその要件を欠くに至つたときは、当該被扶養者申告書に記載することを要しないも、被扶養者がその要件を欠くに至つたとき又は組合が地方公共団体情報システム機構から個人番
	のとする。
	る。
	/
	（高齢任意加入被保険者の資格取得の申出又は申請）
	第百条の三　厚生年金保険法附則第四条の三第一項の規定による被保険者（第三号厚生年金被保険第百条の三　［同上］
	者に係るものに限る。次条から第百条の六までにおいて同じ。）の資格取得の申出は、次に掲げ
	る事項を記載した申出書を組合に提出することによつて行うものとする。
	［一　略］
	一の二　個人番号及び基礎年金番号
	［二・三　略］
	［２　略］
	/
	（厚生年金保険給付の請求等）
	第百二十条　この節に規定するもののほか、厚生年金保険給付（組合（指定都市職員共済組合等に第百二十条　［同上］
	あつては、市町村連合会。以下この条、次条第一項、第百二十三条、第百二十五条第三号及び第
	百二十七条において同じ。）が支給するものに限る。以下この款において同じ。）又は厚生年金
	保険法附則第二十九条第一項の規定による脱退一時金（組合が支給するものに限る。）に係る請
	求、届出その他の行為については、厚生年金保険法施行規則（昭和二十九年厚生省令第三十七号
	）第三章第一節（第三十条第一項第三号ロ、第六号、第七号及び第十一号ロ、第二項第四号の三
	並びに第三項、第三十条の三、第三十条の五の二第二項第三号から第五号まで、第三十六条、第
	四十一条第五項及び第六項並びに第四十二条第一項第六号ロ及び第三項第四号を除く。）、第二
	節（第四十四条第一項第九号ロ及び第四項、第四十八条の二、第五十二条、第五十七条第五項並
	びに第五十八条第一項第六号ロ及び第三項第四号を除く。）、第三節（第六十条第一項第三号ロ
	及び第十四号ロ、第三項第十一号並びに第五項、第六十条の二第一項第三号ロ、第六十九条、第
	七十条の二、第七十二条第一項第三号ロ、第七十四条第五項並びに第七十五条第三項第四号を除
	く。）及び第三節の二、第三章の二（第七十八条の十を除く。）並びに第三章の三（第七十八条
	の十八を除く。）に定めるところによるものとする。この場合において、これらの規定中「第一
	号厚生年金被保険者期間」とあるのは「第三号厚生年金被保険者期間」と、「機構」とあり、及
	び「厚生労働大臣」とあるのは「組合（指定都市職員共済組合、市町村職員共済組合及び都市職
	員共済組合にあつては、地方公務員等共済組合法第二十七条第四項の規定により市町村連合会の
	業務をこれらの組合に行わせることとした場合を除き、市町村連合会）」とするほか、次の表の
	上欄に掲げる同令の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句とする
	。
	/
	第三十条第一項又は及び第三十条第一項被保険者（
	第二号第三号
	定による改正前の法による被保険者及び
	第三十条第一項被保険者（法第二条の五第一項第一号に規定する第一号厚生
	第三号年金被保険者（平成二十四年一元化法第一条の規第五号から第七号までにお以下同じ。
	定による改正前の法による被保険者及びいて同じ。
	/
	第五号から第七号までにお以下同じ。
	いて同じ。
	/
	［略］［略］［略］［同上］［同上］［同上］
	/
	第三十条の二第老齢厚生年金及び平成六年老齢厚生年金（第三十条の二第老齢厚生年金及び平成六年老齢厚生年金（
	一項改正法附則第三十一条第一一項
	項に規定する改正前の老齢
	厚生年金（厚生年金（
	/
	第三十条の二第又は及び
	一項第一号の二
	/
	第三十条の二第又は及び
	二項第一号の二
	/
	［略］［略］［略］［同上］［同上］［同上］
	/
	第四十二条第一イ及びロイ第四十二条第一イ及びロイ
	項第六号項第六号
	/
	第四十四条第一又は及び
	項第二号
	/
	［略］［略］［略］［同上］［同上］［同上］
	/
	第五十八条第一イ及びロイ第五十八条第一イ及びロイ
	項第六号項第六号
	/
	第六十条第一項又は及び
	第一号の二
	/
	/
	/
	（退職年金の決定の請求）
	第百二十八条　退職年金について、法第四十二条第一項の規定による決定を受けようとする者（法第百二十八条　［同上］
	第九十二条又は第九十三条に規定する一時金について、法第四十二条第一項の規定による決定を
	受けようとする者を除く。）は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければなら
	ない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号
	［二～十一　略］
	［２～４　略］
	/
	（整理退職の場合の一時金の決定の請求）
	第百二十九条　法第九十二条第一項に規定する一時金について、法第四十二条第一項の規定による第百二十九条　［同上］
	決定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければならない
	。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号
	［二～六　略］
	［２・３　略］
	/
	（遺族に対する一時金の決定の請求）
	第百三十条　法第九十三条第一項に規定する一時金について、法第四十二条第一項の規定による決第百三十条　［同上］
	定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組合一　請求者の氏名、生年月日、住所及び個人番号又は基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組
	員であつた者との身分関係
	［二～五　略］
	［２～４　略］
	/
	（公務障害年金の決定の請求）
	第百三十九条　公務障害年金について、法第四十二条第一項の規定による決定を受けようとする者第百三十九条　［同上］
	は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号
	［二～十二　略］
	［２～４　略］［２～４　同上］
	/
	（公務遺族年金の決定の請求）
	第百四十七条　公務遺族年金について、法第四十二条第一項の規定による決定を受けようとする者第百四十七条　［同上］
	は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組合一　請求者の氏名、生年月日、住所及び個人番号又は基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組
	員であつた者との身分関係
	［二～十二　略］
	［２～４　略］［２～４　同上］
	/
	（船員組合員証等）
	第百七十六条　船員組合員の資格を取得した者は、第九十三条の規定にかかわらず、次に掲げる事第百七十六条　船員組合員の資格を取得した者は、第九十三条の規定にかかわらず、次に掲げる事
	項を記載した船員組合員資格取得届書を、所属機関の長を経由して、組合に提出しなければなら項を記載した船員組合員資格取得届書を、所属機関の長を経由して、組合に提出しなければなら
	ない。ただし、船員組合員となつた者が、法第七十四条第二項各号のいずれかに該当するときはない。ただし、組合が地方公共団体情報システム機構から個人番号の提供を受けることができる
	第一号に規定する基礎年金番号を当該船員組合員資格取得届書に記載することを要しないものとときは第一号に規定する個人番号を、船員組合員となつた者が、法第七十四条第二項各号のいず
	する。れかに該当するときは第一号に規定する基礎年金番号を、それぞれ当該船員組合員資格取得届書
	に記載することを要しないものとする。
	［一～四　略］
	［２・３　略］［２・３　同上］
	/
	　　　附　則
	（旧職域加算退職給付の決定の請求)
	第十三条　旧職域加算退職給付（平成二十四年一元化法附則第六十条第五項に規定する改正前地共第十三条　［同上］
	済法による職域加算額（以下「改正前地共済法による職域加算額」という。）のうち退職を給付
	事由とするものをいう。以下同じ。）について決定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記
	載した請求書を組合（指定都市職員共済組合等にあつては、法第二十七条第四項の規定により市
	町村連合会の業務をこれらの組合に行わせることとした場合を除き、市町村連合会。次条から附
	則第十六条まで、附則第十七条第一項、附則第十八条から附則第二十条まで、附則第二十一条第
	一項、附則第二十二条から附則第二十九条まで、附則第三十条第一項、附則第三十一条第一項、
	附則第三十二条、附則第三十三条第一項、附則第三十四条第一項、附則第三十五条第一項及び附
	則第三十七条において同じ。）に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号
	［二～六　略］
	［２・３　略］［２・３　同上］
	/
	（旧職域加算障害給付の決定の請求）
	第十四条　旧職域加算障害給付（改正前地共済法による職域加算額のうち障害を給付事由とするも第十四条　［同上］
	のをいう。以下同じ。）について決定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書
	を組合に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号
	［二～九　略］
	［２・３　略］［２・３　同上］
	/
	（旧職域加算遺族給付の決定の請求）
	第十八条　旧職域加算遺族給付（改正前地共済法による職域加算額のうち死亡を給付事由とするも第十八条　［同上］
	のをいう。以下同じ。）について決定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書
	を組合に提出しなければならない。
	一　請求者の氏名、生年月日、住所、個人番号及び基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組合一　請求者の氏名、生年月日、住所及び個人番号又は基礎年金番号並びに請求者と組合員又は組
	員であつた者との身分関係
	［二～八　略］
	［２・３　略］［２・３　同上］

